
 

 

平 成 ２０ 年 度 事 業 計 画 書 

(平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日まで) 

 

社団法人 トロン協会 
 

 

 平成２０年度においては、T-Engine フォーラムとより蜜に協力してトロンプロジェクト
を一層盛り上げ、日本のユビキタスインフラの標準化を推進し、世界に発信するための活

動を行う。 

 
Ⅰ．本年度の重点事業 

 

１．ITRON・T-Kernel に関する今日的課題のニーズ調査 
  日本で過半数のリアルタイム OS のシェアを持ち、アジアを中心に急拡大している

ITRON・T-Kernel をより強固なものとし、標準化を一層推進するため、マルチコアや
セキュリティ保護などの今日的課題について、リアルタイム OS ユーザに対し必要追
加機能のニーズ調査を実施する。  

 

２．リアルタイム OS 技術者育成の拡充 
  当協会では、ITRON・T-Kernal の実技教育コースを１７年度から開始し、年間 70～80
名の教育を行っている。２０年度においては、要望の多い「中級コース」の開設に向

け準備を進める。また、昨年のトロンショウで試行された TRON エンジニア試験につ
いても T-Engine フォーラムと協力して推進する。 

 

３．多文字に対応する TRON コードの応用推進 
  パソコンでサポートされない「外字」などを統一的に扱うことができる TRON 文字コ
ードの普及を推進する。印刷業界や、公的機関での適用について関係者と協議し、普

及のために必要な標準化活動やツールの開発を検討する。 

 

 ４．トロンプロジェクトの強化 

トロンプロジェクトを一層盛り上げるため、活動形態・組織の効果的なあり方 

などを T-Engine フォーラムと共同で検討する。 
 

 

 

Ⅱ．平成２０年度事業計画 

 

１．トロンに関する普及啓発 

（定款第４条第１号関係） 
 

 (1)トロンプロジェクトシンポジウム（トロンショウ）の開催 
    トロンプロジェクトに関する１年間の活動成果や最新の技術情報、製品化状況等を広  
く一般に紹介するため、展示会｢TRONSHOW｣を T-Engine フォーラムと共同で開催す
る。 

    ・関係各企業・機関による各トロン仕様関連製品や、トロンプロジェクトの最新の成   



 

 

果を一堂に会して展示・実演を行うとともに、トロンプロジェクトの現況と今後の   

展開に関する｢基調講演｣をはじめ、主要サブプロジェクトに関する活動状況の紹介   

等を行う。 

    ・トロン協会自身のブースを設営し、活動の紹介、会員会社の成果展示、アンケート
調査などを実施する。  

 

 (2)リアルタイム OS 技術者教育セミナーの実施 
    大幅な不足が報告されている組込み機器のソフトウェアエンジニアの早期育成と

ITRON・T-Kernel の普及のために、トロンリアルタイム OS の技術者教育を拡充する。
・実技に重点を置いた ITRON・T-Kernel の教育セミナーを開催し、即戦力として役立 
つエンジニアの育成を図る。 
・現行の講座よりレベルの高い「中級コース」を設定し、受講者のニーズに応える。 

2008 年度中にこの中級コースが開催できる様、教材や備品の準備を行う。 
また、より分かりやすいセミナー用教材の拡充を図り、全国各地、あるいは海外の 
エンジニアに対しても教育を実施する。 

  ・T-Engine フォーラムと協力して、TRON エンジニア試験の推進を図る。  
 

 (3)トロン仕様関連セミナー・講演会、トロン関連展示・実演等の普及啓発活動 
  ・ITRON 仕様などのトロン仕様関連の活動成果や最新の技術情報、応用事例等を紹   
介するためセミナー・講演会を開催する。 

  ・組込み機器関連分野などで他機関が実施する展示会等において、プロジェクトの成

果・進捗状況やトロン仕様準拠製品の紹介を行う。 
 

 (4)海外普及啓発活動 
    アジア地区を中心にトロンの海外普及啓発活動並びに情報収集活動を行う。 
  また、英文ホームページの充実を図る。  
 

 (5)「トロンメールマガジン」および「トロン協会ニュース」の発行 
    ・「トロンメールマガジン」を作成し広く一般に配布し、トロンプロジェクトの活動
状況やトロン仕様関連製品の状況等をタイムリーに紹介する。（月２回の頻度で発

行） 

    ・会員向け機関誌「トロン協会ニュース」を作成・頒布し、協会活動等の各種情報を   
提供する。（年２回の発行） 

 

 (6)活動紹介資料の作成・頒布 
    T-Engineフォーラムと協力し、トロンプロジェクトに関する広報誌「The TRON Project」
やトロン関連の技術資料等を作成し、広く一般に頒布する。 

 

２．トロンに関する規格の作成および標準化の推進 

（定款第４条第２号関係） 
 

  以下のグループ活動を推進する。 

 (1)先端研究開発グループ 
    坂村プロジェクトリーダに日本型 IT 技術やインフラの構築に向けた先端技術等に関  
する講演をお願いし、当協会会員との間で最先端の IT 関連技術開発・技術動向につ  
いての研鑽を図る。また、トロンセキュリティ技術標準化関連のプロジェクトの新規



 

 

発足を検討する。 
 

 (2)ITRON 仕様検討グループ 
  ITRON 仕様書のブラッシュアップと改定・改版、およびリアルタイム OS に関する今
日的課題についてのニーズ調査・技術検討を行う。また ITRON 仕様関連の応用製品、
技術仕様書、開発ツール等の情報収集・情報提供を推進する。 

  ITRON 仕様準拠製品に対し、互換性の試験検証を行い登録する。 
  更に、昨年度に引き続き、ITRON・T-Kernel プログラミングガイドブックの編纂を行
う。 

 

 (3)TRON 多文字応用グループ 
  多文字のトロンコードの応用に向けて、TFTS(TRON Font Traceability System) の適用
や T 書体フォント普及のための活動を行い、印刷業界や、公的機関での適用について
関係者と協議し、普及のために必要な標準化活動やツールの開発を検討する。 

 

 (4)TRON 教育･普及グループ 
  リアルタイム OS 技術者育成のためのセミナーを実施する。本年度は特に中級コース  
の開催準備を行う。これらのセミナに関する実施計画の策定、教材の作成・改版・拡 
充等を行う。 

  

 (5)マーケティンググループ 
  トロンプロジェクトの研究開発に資するため、ユビキタスコンピューティング・トロ

ンに関連するニーズの発掘を行い関連情報の提案を行う。 

 

３．トロンの権利保護に関する調査研究 

（定款第４条第３号関係） 
 

    トロンプロジェクトの健全な発展を図るため、トロン関連商標をはじめとする知的財  
 産権に関する調査研究を行うとともに、適切な運用を図る。 

 

４．トロンに関する情報の交換、交流の促進 

（定款第４条第４号関係） 
 

    ホームページ、メールマガジン等の電子ネットワークの活用により関係各分野への情  
 報の発信と収集を行い、会員、関係機関等との情報の交換・交流の促進を図る。 

 

５．トロンの技術動向、利用動向に関する調査研究 

（定款第４条第５号関係） 
 

    組込み機器におけるリアルタイム OS および開発環境等の技術動向・利用動向に関す  
るアンケート調査を実施する。 

 

６．トロンに関する互換性試験検証 

（定款第４条第６号関係） 
 

    ITRON 仕様準拠製品に関する登録業務を実施する。 


